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立
教
大
学
経
済
学
研
究
会
会
則

本
会
は
立
教
大
学
経
済
学
研
究
会
と
称
す
る

本
会
は
経
済
学
の
研
究
お
よ
び
そ
の
禿
去
在
日
目
的
と
す
る

本
会
は
左
の
事
業
を
行
う

一
、
雑
誌
「
立
教
終
消
学
研
究
一
の
発
行

二
、
研
究
会
お
よ
び
議
演
会
の
問
催

一
二
、
そ
の
他
委
員
会
に
お
い
て
適
ヨ
と
認
め
た
事
項

本
会
は
左
の
ム
謂
買
を
も
っ
て
組
織
す
る

一
、
普
通
会
員
文
教
大
学
終
済
学
部
教
職
員
お
よ
び
在
学
生

二
、
特
別
会
員

ィ
、
本
学
経
済
学
部
卒
業
生

ロ
、
そ
の
他
委
員
会
の
承
認
し
た
者

本
会
に
左
の
役
員
を
置
く

一
、
会
長
本
栄
経
済
宇
部
長
が
こ
れ
に
守
る

二
、
委
員
本
学
経
済
学
部
教
授
、
助
教
授
、
専
任
講
師
が
こ

れ
に
当
る

一
二
、
幹
事
委
員
の
互
選
と
す
る

四
、
監
事
委
員
の
五
選
と
す
る

会
員
は
会
費
と
し
て
年
額
五
百
円
を
納
め
る
も
の
と
す
る

会
員
に
は
雑
誌
を
領
布
す
る

本
会
の
事
務
所
は
立
教
大
学
経
済
学
部
研
究
室
内
に
置
く

本
会
則
の
改
正
は
委
員
会
の
決
議
に
よ
る
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委

コ

一

宅

夫

荒

川

寿

藤

田

夫

広

田

純

肥

前

栄

一

井

田

喜

久

治

池

田

穎

昭

O
井

上

周

八

加

絞

誠

一

川

鍋

正

敏

西

河

太

一

郎

O
小

林

昇

小

林

威

雄

‘

近

藤

晃

久

留

間

健

O
三

戸

公

宮

川

沼

田

宮

川

広

三

宅

夫

水

谷

治

O
茂

木

雄

員長

武邦義虎謙義宗

O
内

藤

邦

中

村

清

小

川

徳

治

岡

野

昇

一

大

木

務

次

C
大

河

内

暁

男

逆

井

孝

仁

O
敷

山

種

二

下

坂

源

太

郎

口

山

田

誠

平

住

谷

一

彦

須
之
内
口
山
主
日

立

入

広

太

郎

高

橋

昭

三

田

中

正

義

宇

治

田

富

造

鵜

川

馨

山

田

耕

之

介

山

本

二

三

丸

山

本

秀

雄

米

国

清

貴

O
印
は
幹
事
及
び
監
事

員リ


